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１．ＲＥＡＣＨ規制の環境情報流通

川上企業

（化学品・

材料メーカ）
川中企業

（部品・

加工メーカ）

川下企業

（電機・電子）

OKI相当

化学物質含有量情報の展開

使用情報の展開

日本

ＥＵ
欧州化学品庁

（ECHA）

１．届出

２．登録

顧客

３．伝達

ＡＩＳシート

MSDSplusシート

◆川下企業がEUに輸出していれば、業界全体のサプライチェーンのほとんどの企業が
情報伝達の対象になる。

◆川下企業でも顧客仕様の要求があれば、製品のAISシートを展開しなければならない。

◆川下企業がEUに輸出していれば、業界全体のサプライチェーンのほとんどの企業が
情報伝達の対象になる。

◆川下企業でも顧客仕様の要求があれば、製品のAISシートを展開しなければならない。

REACH規制の環境情報の流通
顧客要求仕様

顧客要求シート
顧客

ＡＩＳシート

ＡＩＳシート
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２．川下企業として環境情報流通について

・製品化学物質含有量の把握
①サプライヤ調査：構成する部品・部材・加工品などの化学物質含有データの川中企業からの入手。
②製品集計、使用量管理：入手した含有データより製品化学物質の含有量の積み上げ、

使用量の算出。
③ＥＣＨＡ・顧客対応：ＥＣＨＡへの登録、届出するためのＥＵ域内販社への情報伝達

消費者からの要求による情報開示

・製品化学物質含有量の把握
①サプライヤ調査：構成する部品・部材・加工品などの化学物質含有データの川中企業からの入手。
②製品集計、使用量管理：入手した含有データより製品化学物質の含有量の積み上げ、

使用量の算出。
③ＥＣＨＡ・顧客対応：ＥＣＨＡへの登録、届出するためのＥＵ域内販社への情報伝達

消費者からの要求による情報開示

自社システム

（COINseｒv-COSMOS-R/R）

・製品構成品情報と化学物質情報の統合
・製品のSVHC含有量の積み上げ計算

環境BOM

調査依頼
ＡＩＳシート

川中企業

調査回答

設計、製造BOM

適合判定

製品集計

集計

データ

使用量

データ

レポート

ECHA

①サプライヤ調査 ②製品集計、使用量管理 ③ＥＣＨＡ・顧客対応

届出・

登録

情報開示

情報伝達

消費者

・人手による調査

（電話・メール・Ｗｅｂ－ＥＤＩ）

・ＡＳ連携モジュール

＜今回の検証対象＞

ＡＩＳシート
調査回答

顧客
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３．OKIの製品含有化学物質情報システム

EUへの
届出

IUCLID5
S
V
H
C
集
計
・
届
出
判
定
・
監
視

川下企業
への
報告

AIS
シート

サプライヤー

AISシート
作成

・補材有無確認
・梱包材有無確認
・AIS収集率

消費者
への
報告

独自ﾌｫｰﾏｯﾄ

サプライヤ

COINServ-COSMOS-R/R

補材構成
情報登録 ●

●

製品構成
情報登録

AISシート
読込み

SVHC
含有量登録

梱包材構成
情報登録

S
V
H
C
集
計
・
評
価

正
式
集
計
結
果
登
録

集計値
・製品
・補材

集計値
・梱包材

出荷台数
登録

●

AS接続
モジュール

AS接続
モジュール

構成情報
関連付け

設計プロセス 製造プロセス 出荷プロセス
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化学物質情報収集
プロセス

設計評価
プロセス

製品情報報告
プロセス

業務概要業務概要

購入品の含有化学物質データ調査と登録
調査データのクレンジング（エラーチェック）
調査進捗管理と未調査データに対する調査依頼

購入品の含有化学物質データ調査と登録
調査データのクレンジング（エラーチェック）
調査進捗管理と未調査データに対する調査依頼

構成情報登録／編集
自社設計品の含有化学物質データ登録
製品の含有化学物質データの評価

構成情報登録／編集
自社設計品の含有化学物質データ登録
製品の含有化学物質データの評価

製品（捕材、梱包材を含めた）の含有化学物質データの評価
REACH判定とEUへの届出
川下企業／ EU消費者への製品情報提供

製品（捕材、梱包材を含めた）の含有化学物質データの評価
REACH判定とEUへの届出
川下企業／ EU消費者への製品情報提供

３．化学物質管理システム（利用例)
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４．実証実験パターン（川下企業）

自社システム
（COINServ-OSMOS-R/R）

自社システム自社システム
（（COINCOINServServ--OSMOSOSMOS--RR/R/R））

環境BOM

AS連携
モジュール

ASAS連携連携
モジュールモジュール

(川下企業）

AIS
シート

NEC
ProChemist

②AS接続
モジュール

①データ出力（依頼）

③データ更新（回答）
AS送受信

TDKTDK

村田製作所村田製作所

アルプス電気アルプス電気

サプライヤ
(川中企業）

日立
TWX-21

AIS
シート

長野OKI

OKIデータ

OKI

目的：◆サプライチェーンでのＡＩＳ環境情報の流通性の確認
◆実用化に向けての課題抽出

目的：◆サプライチェーンでのＡＩＳ環境情報の流通性の確認
◆実用化に向けての課題抽出

依頼情報

（バッチ処理による依頼・回答の入手）
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５．検証の内容と結果

構成情報の生成を生成する。

ＡＩＳシートの取り込みを確認

する。

ＡＩＳシートの情報交換を確認

する。

商用ＡＳと接続する。

ＪＡＭＰとの互換性を確認する。

ＪＥＩＴＡ拡張機能を確認する。

基本機能を確認する。

評価内容

○

○環境情報の流通

①メーカ・自社の品番との

関連付け

②調査先の特定、交換情報

項目の整合

③コマンドインタフェースの

共通化

△

○ＡＩＳツール

○

○

④自社管理情報との関連

付け

△自社システムとの連携

（COINServ-

ＣＯＳＭＯＳ－Ｒ／R)

課題・改善点評価結果評価項目

・商用ASとの接続、および、川中企業との環境情報交換を行い、AISシートの入手が可能になり、
良好な結果が得られた。

・自社システムへ取り込みを行い、良好な結果が得られた。

・商用ASとの接続、および、川中企業との環境情報交換を行い、AISシートの入手が可能になり、
良好な結果が得られた。

・自社システムへ取り込みを行い、良好な結果が得られた。
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６．課題（実用化に向けた考察）

事例

・川中－川下企業間で、対象品番の特定が出来ない。・川中－川下企業間で、対象品番の特定が出来ない。

課題

・メーカ・自社の品番管理情報に差分があったため。・メーカ・自社の品番管理情報に差分があったため。

・川中企業での沖グループ全体の品番検索を行い、該当する近い部品を選定する。・川中企業での沖グループ全体の品番検索を行い、該当する近い部品を選定する。

案1：品番をどのようなコード体系で情報交換するか、事前に会社間（TPA）で取り決めを行う。
案2：社内（メーカ）での品番を統一的なコード体系にする。
案3：情報交換するフォーマットの中に、調達（資材部門）などのコードを詳細情報を付与して識別する。
案4：業界での品番の標準化

案1：品番をどのようなコード体系で情報交換するか、事前に会社間（TPA）で取り決めを行う。
案2：社内（メーカ）での品番を統一的なコード体系にする。
案3：情報交換するフォーマットの中に、調達（資材部門）などのコードを詳細情報を付与して識別する。
案4：業界での品番の標準化

①．メーカ・自社の品番との関連付け

原因

暫定対処

今後の対処方法

川下川下 川中川中

実例
品番：Aで依頼

品番：A’で回答

A（設計用）

管理品番

A’（調達用）

管理品番

差分発生
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６．課題（実用化に向けた考察）

事例

・交換情報項目の整合をしなければ、依頼先へ依頼内容が十分に展開されない。・交換情報項目の整合をしなければ、依頼先へ依頼内容が十分に展開されない。

課題

・調査先の企業ＩＤ、利用ＡＳ、交換情報の項目を展開していなかったため。・調査先の企業ＩＤ、利用ＡＳ、交換情報の項目を展開していなかったため。

・商用AS接続時に参加企業間で企業ＩＤ、利用ＡＳの情報、交換情報の項目内容を交換した。・商用AS接続時に参加企業間で企業ＩＤ、利用ＡＳの情報、交換情報の項目内容を交換した。

案1：事前に会社間（TPA）で取り決めを行い、自社システムで依頼先の情報をデータベース化する。
案2：ＡＳにて依頼先の情報を検索できるようにする。

案1：事前に会社間（TPA）で取り決めを行い、自社システムで依頼先の情報をデータベース化する。
案2：ＡＳにて依頼先の情報を検索できるようにする。

②．調査先メーカの特定、交換情報項目の整合

原因

暫定対処

今後の対処方法

川下川下 川中川中

１．相手先情報（企業ＩＤ、交換項目など）の依頼

商用
ＡＳ

２．相手先情報（企業ＩＤ、交換項目など）の回答
Ｂ

商用ＡＳ

Ａ

企業名

ＸＸＸＸＸ

企業ＩＤ

品番

交換項目

自社システム

３．相手先情報を自社システムでデータベース化
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７．改善（実用化に向けた考察）

実証実験時

自社システム自社システム

・AS個々のコマンド体系による調査依頼・回答

→送受信データの操作が複雑化

今後の対応

A社

B社

自社システム自社システム

・コマンド体系の共通化による調査依頼・回答

→送受信データの操作の簡素化

A社

B社

・商用ＡＳのコマンドインタフェースの共通化が出来れば、連携モジュールの簡素化する。・商用ＡＳのコマンドインタフェースの共通化が出来れば、連携モジュールの簡素化する。

改善

③．コマンドインタフェースの共通化
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７．改善（実用化に向けた考察）

事例

実証実験時 自社システム自社システム

人手による確認

→自社システムへ品番と
AISの関連付け実施

AIS
シート

回答情報

データ

今後の対応
自社システム自社システム

自社システムでの関連付け実施

→自動取り込みによる作業効率化

AIS
シート

回答情報

データ

・AISシートの取り込み時に、商用ASの依頼・回答情報と自社管理情報との関連付けが出来れば、自社システムへ取
り込みが簡素化する。

・AISシートの取り込み時に、商用ASの依頼・回答情報と自社管理情報との関連付けが出来れば、自社システムへ取
り込みが簡素化する。

改善

④．自社管理情報との関連付け
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